
Ⅰ．はじめに

　近年，列状間伐は収益を上げる間伐方法として多くの地域で実
施されるようになっている。列状間伐は，定性間伐に比べ選木，
伐倒，搬出が容易で，高性能林業機械の使用が可能となることか
ら効率化を図ることができる間伐方法である（林野庁，２００６）。
さらに，残存木への成長に間伐効果が認められる（雨宮ほか，
１９９７；桑原，２００３）ことや，下層植生の回復がみられる（樋口ほ
か，１９７８；渡辺ほか，２００２）ことなどがわかっている。しかし，
何列伐り何列残すかという組み合わせによる収益の検討は細田
（１９９９）によるものしかみられない。本研究では，鹿児島県のス
ギ林およびヒノキ林の同一林分内において強度の異なる列状間伐
と下層間伐を加えて本数間伐率を一定にする選木を実施し，列状
間伐の強度と間伐木の直径や曲がり木割合について明らかにする
ことを目的とした。

Ⅱ．調査地と調査方法

　調査地は鹿児島県下のスギ，ヒノキ林各８林分で２００５年１２月か
ら２００６年１月にかけて調査を行なった。スギ林は全てさし木林，
ヒノキ林は全て実生林分であった。調査は林分内に０．０４haの調
査区を設定し，胸高直径，樹高，幹曲がりについて毎木調査を行
なった。幹曲がりは，目視によって曲がりが明らかな個体を曲が
りがあるとして区分した。次に強度の異なる列状間伐の選木を行
ない間伐木を決定した。本研究では，本数間伐率を３３％と一定に
して列状間伐の強度と間伐木の関係を検討するため，本数間伐率
が３３％，２５％，２０％となる２残１伐，３残１伐，４残１伐の３段階
の列状間伐による選木と，列状間伐の選木だけでは本数間伐率が
３３％に満たなかった３残１伐，４残１伐においては下層間伐によ

る選木をそれぞれ８％，１３％加え，本数間伐率が３３％となるよう
にした。また，比較のために本数間伐率３３％の下層間伐のみの選
木を行なった。なお，下層間伐は寺崎式Ｂ種間伐によって形質，
残存木の配置を考慮して選木した。

Ⅲ．結果と考察

１．林分調査結果
　調査林分の所在地および林分概況を表－１，表－２に示す。林
分は大部分が鹿児島県北部にあったが，スギ林分のＳ－７，Ｓ－
８は大隅半島の南部に位置していた。林分調査結果を表－３，表
－４に示す。両表に示した地位は，鹿児島県の地位指数曲線（長
濱，２００３；長濱，２００６）により，収量比数は鹿児島県スギ人工林
密度管理図（長濱，２００３），鹿児島県ヒノキ人工林密度管理図
（長濱，２００６）より求めた。調査林分の平均胸高直径はスギ林分
で１６．７〜３５．８cm，ヒノキ林分で１６．５〜２４．４cmであり，間伐木の
販売が可能な大きさの林分であった。また収量比数は，スギ林分
のＳ－８で０．７６，ヒノキ林分のＨ－４で０．７４，Ｈ－８で０．７３で
あったが，その他の林分は０．８０に近いかそれ以上で要間伐林分と
いえた。
２．間伐木平均胸高直径
　列状間伐の強度と間伐木平均胸高直径の関係を図－１に示す。
以下においては，列状間伐の３残１伐２５％（本数間伐率）に下層
間伐８％を加えたものを３残１伐とし，４残１伐２０％に下層間伐
１３％を加えたものを４残１伐とする。間伐木平均胸高直径はスギ，
ヒノキ林分全体を通してみると，２残１伐が最も大きく，３残１伐，
４残１伐，下層間伐と下層間伐の割合が高くなるにつれて低下し
た。また，スギ林分の間伐木平均胸高直径は１６．１〜３６．９cmと林
分により大きく異なっていたが，ヒノキ林分では１５．０〜２４．９cm
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と大きさが比較的揃っていた。これは表－３，表－４で示したよ
うに林分平均胸高直径がスギ林分では１６．７〜３５．８cmで，ヒノキ
林分の１６．５〜２４．４cmに比べ林分間の差が大きかったためである。
　次に，間伐木平均胸高直径から間伐前の林分平均胸高直径を差
し引いたものを直径差とし，列状間伐の強度と直径差の関係を図
－２に示す。直径差が正であるほど直径の大きな個体が多く選木
され，直径差が負であるほど直径の小さな個体が多く選木された
ことを意味する。列状間伐だけの２残１伐は直径差が０に近い値

となるはずであるが，スギ林分で－１．２〜１．１cm，ヒノキ林分で
－０．５〜１．４cmの範囲にばらついた。これは林分内で個体の大き
さの分布が均等でなく，立地条件などで優勢木や劣勢木が集中す
ることがあるためと推察される。ただし，スギ，ヒノキ林各８林
分における直径差の平均値はそれぞれ２残１伐で－０．２cm，
０．３cm，３残１伐で－０．７cm，－０．８cm，４残１伐で－１．０cm，－
１．８cm，下層間伐で－１．８cm，－２．７cmとなりスギ，ヒノキ林と
もに列状間伐の強度が弱くなり下層間伐の割合が高くなるにつれ
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表－１．スギ林分概況
Ｓ－８Ｓ－７Ｓ－６Ｓ－５Ｓ－４Ｓ－３Ｓ－２Ｓ－１
肝付町
内之浦

肝付町
内之浦出水市出水市大口市

小木原
大口市
針持上場

薩摩川内市
入来

薩摩川内市
入来所在地

３０２３３０３３２５２１３５４２林齢（年）
３５００３５００３０００３０００３０００３０００３０００３０００植栽密度（本/ha）

３４０３２０３５０４００２３０３３０標高（m）
２８１７２５１０１５２２０３２傾斜（°）
南南西東西西南西南西東南西斜面方位

Ｈ１１利用
（２０％）

Ｈ９利用
（２０％）

Ｈ１６保育
（２９％）

Ｈ１６保育
（４％）

H１６利用
（２０％）

H１５利用
（２０％）間伐履歴

（　）は本数間伐率を示し，間伐履歴は最も最近に行われたものを示す（表－２も同じ）。

表－２．ヒノキ林分概況
Ｈ－８Ｈ－７Ｈ－６Ｈ－５Ｈ－４Ｈ－３Ｈ－２Ｈ－１

薩摩川内市
入来

薩摩川内市
入来

さつま町
船木

さつま町
田原小陣

さつま町
神子

菱刈町
田中崎山

大口市
針持上場

菱刈町
前目新川所在地

３５２８３８４１３８３９３６４０林齢（年）
３０００４０００４０００４０００４０００３０００３０００３０００植栽密度（本/ha）
２５０１５０２６０２５０２８０２７０２５０２５０標高（m）
２０２０１５１８２８１５７２２傾斜（°）
北西南東北西南西北西南東北西斜面方位

H１６保育
（２０％）

H１４利用
（２０％）

H１０利用
（１５％）

H１３保育
（１５％）H１１利用H１６利用

（２９％）間伐履歴

表－３．スギ林分調査結果
Ｓ－８Ｓ－７Ｓ－６Ｓ－５Ｓ－４Ｓ－３Ｓ－２Ｓ－１
２３２５２３５０１１００１０５０２０２５１９７５９７５１７００密度（本/ha）

１６．７±２．９１８．８±２．９２６．１±３．９２７．６±５．３１７．８±２．７１８．２±２．４３５．８±７．６２１．８±３．９平均直径（cm）
１０．４±１．２１２．４±１．１１９．７±１．３２０．７±１．３１４．２±１．１１３．５±１．０２１．８±２．７１５．２±１．６平均樹高（m）
２８３．６４２１．３５６６．５６３７．０３７５．３３５２．９９８９．６４９４．４幹材積（m３/ha）
０．７６０．８３０．８００．７９０．８４０．８１０．８００．８２収量比数
ⅢⅡⅠⅠⅡⅠⅠⅡ地位
２２．６２８．７３１．８１２．５３５．８３２．１２８．２１０．３曲がり木割合（％）

±の次の値は標準偏差を示す（表－４も同じ）。

表－４．ヒノキ林分調査結果
Ｈ－８Ｈ－７Ｈ－６Ｈ－５Ｈ－４Ｈ－３Ｈ－２Ｈ－１
１０００２０７５１２７５１７２５１０００１５７５１４５０１２５０密度（本/ha）

２４．４±４．９１６．５±２．９２２．１±３．６２０．７±３．２２４．３±３．８１８．０±３．１２０．９±４．５２０．８±３．１平均直径（cm）
１７．３±１．１１１．８±１．０１７．９±１．５１３．８±０．７１７．６±１．２１４．６±１．３１５．５±１．４１８．４±１．１平均樹高（m）
４１８．５２８１．４４４７．１４２３．６４１７．８３１２．５４１２．５４０７．１幹材積（m３/ha）
０．７３０．８１０．８２０．８１０．７４０．８００．８００．８２収量比数
ⅠⅡⅠⅡⅠⅡⅠⅠ地位
４５．０５４．２３９．２６０．９２２．５５４．０９１．４３４．０曲がり木割合（％）



て直径差が拡大した。また，スギ３林分（Ｓ－４，Ｓ－５，Ｓ－
８）とヒノキ５林分（Ｈ－２，Ｈ－３，Ｈ－４，Ｈ－５，Ｈ－７）で
は２残１伐，３残１伐，４残１伐と列状間伐の強度に対応して直径
差が拡大した。
　直径差は，Ｓ－５やＨ－４のように列状間伐の強度の影響が大
きい林分とＳ－１やＳ－３のように影響が小さい林分とがみられ
た。これら４林分について直径頻度分布を図－３に示す。Ｓ－５，
Ｈ－４では下層間伐によって林分内の小さな個体が中心に選木さ
れたが，Ｓ－１，Ｓ－３では下層間伐によって林分内の大きな個
体も多く選木された。Ｓ－１は台風による被害を受けた林分で，
下層間伐で幹の傾きが大きくサイズの大きな個体が選木された。
またＳ－３は前回の間伐時に隣接するサイズの大きな個体が間伐
されずに残された林分で，下層間伐により大きな個体が選木され
た。以上のようにサイズが大きく形質の悪い個体がある林分や，
保育段階での間伐で残した個体の配置に偏りがある林分では下層
間伐においてサイズの大きな個体が選木されるため直径差は列状
間伐の強度による影響が小さかった。

３．間伐木に占める曲がり木の本数割合
　列状間伐の強度と間伐木に占める曲がり木の本数割合の関係を
図－４に示す。図には林分全体の曲がり木の本数割合も示した。
間伐木に占める曲がり木の本数割合はスギ林に比べ，ヒノキ林の
値が全体的に高くなった。この要因は林分全体の曲がり木の本数
割合がスギ林に比べヒノキ林で高かったためである。また，スギ，
ヒノキ林分全体を通してみると列状間伐の強度が弱いほど曲がり
木の本数割合は増加する傾向がみられた。ただ，間伐木に占める
曲がり木の本数割合が２残１伐，３残１伐，４残１伐と列状間伐の
強度に対応して高くなったのはＳ－８のみであった。また，間伐
木に占める曲がり木の本数割合はＳ－１，Ｓ－５，Ｈ－２のように
間伐前林分の曲がり木の本数割合が極端に低いか高い林分では，
列状間伐の強度と関連をもたなかった。
　間伐木に占める曲がり木の本数割合が列状間伐の強度による影
響を受けたＳ－８，Ｈ－１，Ｈ－３とほとんど影響を受けなかった
Ｓ－６，Ｓ－７，Ｈ－５の違いを検討するため，これら林分の直径
頻度分布と各直径階における曲がり木の本数割合を図－５に示し
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図－１．列状間伐の強度と間伐木平均胸高直径の関係

図－２．列状間伐の強度と直径差の関係
直径差は間伐木平均胸高直径から間伐前の林分平均胸高直径を差し引いたものである。



た。Ｓ－８，Ｈ－１，Ｈ－３のように列状間伐の強度の影響を受け
た林分は直径の小さな個体で曲がり木の本数割合が高かった。逆
に，Ｓ－６，Ｓ－７，Ｈ－５では曲がり木の本数割合が各直径階で
変わらないか，直径の大きな個体で曲がり木の本数割合が高い林
分であった。

Ⅳ．まとめ

　強度の異なる列状間伐と下層間伐を加えて本数間伐率３３％と一
定にして選木を実行すると，間伐木の平均直径は列状間伐の強度

が強いほど間伐前の林分平均直径に近くなり，列状間伐の強度が
弱く，下層間伐の割合が高いほど間伐木の平均直径は小さくなる
傾向がみられた。また，間伐木に占める曲がり木の本数割合は列
状間伐の強度が弱くなるほど高くなる傾向がみられた。しかし，
林分ごとにみると必ずしも全ての林分でこのような関連がみられ
ず，個体の配置等林分の状況によって影響の受け方が異なると考
えられた。個体の配置を決定する最大の要因は除間伐といった施
業であり，列状間伐実施までにどのような施業を行なってきたか
により強く影響されることが示唆された。
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図－３．直径頻度分布図
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図－４．列状間伐の強度と間伐木に占める曲がり木の本数割合

図－５．直径頻度分布と各直径階における曲がり木の本数割合




